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令和５年４月１日 

 

令和５年度 学校経営方針 
 

多摩市立南鶴牧小学校 

校 長  森   信 行  

 

１ はじめに 

予測困難な時代を生き抜く力をどのように養い、また引き出していくのか。課題を解決していく日々の学

習活動に重点を置くのは当然のこととして、他者や社会との関わりの中で、それらに対する自分の見方や考

え方を育んでいけるようにすることも重要な人間教育である。昨今は生成系ＡＩの開発が進み、「chat GPT」

の教育的価値や運用指針等について文部科学省が声明発表をする準備を進めている。加えて、それらの発展

を前提にした今後の教育の方向性を多種多様な論客たちが終わりの見えない討論をし続けている。斬新且つ

建設的なものもあれば偏った考え方に思えるものも散見される。そのような時代状況において私たちが目指

していくことを再確認したい。どのような時代であろうとも、自分自身をはじめ、隣人や不特定多数の人々

を幸福にすることができる生き方を選び取っていける力を育成していくことが私たちの果たすべき使命であ

ると考える。 

そのためには、日々の教育活動を充実させるべく、教職員一人一人が自己啓発、自己研鑽、そして力量形

成に積極的に努めるとともに、日々、互いに力を磨き合い、一体となって子供たちのために力を発揮してい

くことが求められている。 

子供たちの学力向上に即した思考力や判断力、表現力の育成、心の教育の充実、体力の向上、特別支援教

育の充実等、現在の学校には様々な課題が存在している。だからこそ、教育目標の達成に向けて、私たち教

職員は何をすべきなのか、保護者や地域社会等と密に連携、協働する中で、よく考え、英知と情熱を結集し

つつ、本校の教育活動を推進していく。 

 

２ 学校経営の基本理念 

（１） 子供の側に立った教育活動を推進し、生きる基盤となる「知」「徳」「体」を育む。 

（２） 社会の中で生きている自分自身になるための、基礎を構築する。 

（３） 諸施設、人材といった地域資源・環境資源や家庭と連携・協力し、教育力の相乗効果を生む。 

 

３ 学校教育目標   ◎かしこく   なかよく   たくましく  

 

４ 教育目標の達成に向けて 

（１）「かしこい」児童を育てるために 

①「学習規律の確立」 

(ア) チャイムで始まりチャイムで終わる授業。 

(イ) 学ぶ姿勢、意欲の保持と、教室環境の整備・維持。 

(ウ) 清潔、清楚を心がけた、さわやかな教員の身だしなみと、丁寧な言動。 

②「基礎学力の習得」 

(ア) 授業時数を確保し、子供が「わかった」「できた」と実感できる授業。 

(イ) 授業改善推進プランに沿った指導計画と実践、学期ごとの検証。 

(ウ) 「全学年算数習熟度別授業」「東京ベーシックドリル」「モーニングプラス」によ

る基礎学力の向上。（水木金 7:45～8:15） 
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(エ) 校内研究、南鶴道場、授業実践交流期間、少人数指導、研修会等を活用した授業の

工夫・改善と授業力向上。外部研究会への参加と校内への情報発信。 

(オ) 万学の基礎として読書活動（含並行読書、朝読書、読み聞かせ、）の推進をする。

市立図書館や学校図書館の活用、ブッククラブ等の活動を読書の充実につなげる。 

③「学びの質を高める」（含ＥＳＤ） 

(ア) 持続可能な社会の創り手を育成することを教育の中心に据える。 

(イ) 「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」について明確化。 

(ウ) 恒常的な交換授業による意図的・計画的な学びの工夫、授業の質向上。 

(エ) 全校児童の「自主学習」による、家庭と連携した個に応じた家庭学習の定着。及び

児童・保護者への公表による学習意欲の喚起。  

(オ) 「総合的な学習の時間」を核としたカリキュラム・マネジメント、及びホールスクールアプロ

ーチでの教育活動の推進。 

(カ) 協働的な学びや体験活動による学びの深化。多様なゴール地点が可能な学習の実践。 

(キ) 主体的・対話的で深い学びと成果としての資質・能力の向上。思考したこと（自分の考え）を

伝える学習過程の構築と、それらを表現する多様な方法論の実践。（校内研究での指導力向

上） 

(ク) 下学年や協力者、保護者への発表の場を複数回設けることでの、実践意欲の喚起と継承。 

 

（２） 「なかよく」できる児童を育てるために 

①「道徳教育の充実」 

(ア) 指導の重点、Ｂ「主として人との関わりに関すること」の学級経営、自己申告書へ

の盛り込み。 

（イ）道徳教科書の活用。保護者、ＧＴ等の授業への協力の推進。  

（ウ）学びを振り返ることのできる道徳ノートや掲示、及びキャリア・パスポート。 

（エ）学校公開における積極的な授業公開。（道徳授業地区公開講座を含めて） 

②「生活指導の充実と徹底」 

(ア) 学級の様子、保護者や学童、関係諸機関との情報交換を通した児童理解と指導。 

(イ) 言語環境の整備。（あいさつ、正しい言葉遣い） 

(ウ) 「学校生活の約束」を使ったルールの理解と順守。 

(エ) 「学級経営」「道徳授業」「生活指導講話」「いじめアンケート」「いじめ防止対

策委員会」「いじめ防止基本方針」の粛々とした履行による、いじめの未然防止、

早期発見、子供たちが安心・安全に過ごせる対応。 

③「人との関わりを重視した教育活動の実践」 

(ア) たてわり活動、なかよし登校、１年生のお世話等を通した異年齢児童との関わり。 

(イ) 行事や授業を通した、地域の方々やお年寄り、外国の方々、保護者等との関わり。 

(ウ) 特別支援学級ふたば、特別支援教室わかば在籍児童との関わりと理解。  

 

（３） 「たくましい」児童を育てるために 

①「運動に親しむ資質や能力の育成」 

(ア) 体育の学習の充実とともに、体育的行事、遊びを通した運動する楽しさの実感。 

(イ) 芝生校庭を活用した、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成。 

(ウ) 保健領域等を中心とした、生涯にわたって健康な生活を営むための資質や能力の

育成。 

②「体力の向上」 
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(ア) 芝生校庭を活用した健康教育や保健指導。はだしの活動の推奨。 

(イ) 体力テストの結果を踏まえた「一学級一実践」の実践。 

③「健康の保持増進」 

(ア) 定期健診および、日々の健康観察を通した児童の健康状態のチェック。 

(イ) 月一回の｢アレルギー対応委員会｣の主導による、アレルギー疾患児童の把握と対

応。共通理解による事故「0」。 

(ウ) ｢食物アレルギー緊急対応マニュアル｣に基づいた実践的な教員研修の実施。 

   ④「心のたくましさを身に付ける」 

(ア) 委員会活動、募金活動、芝生維持活動等、継続的な活動を通したボランティアマイ

ンドを育む指導。 

(イ) 行事、継続的な学習活動等を通した、くじけない心の育成と支援。やり切った充実

感、達成感の実感。 

 

（４） 特色を活かした取り組み 

①芝生の校庭 

(ア) 芝生校庭での活動を通した、心の安定。 

(イ) 芝生の維持管理活動を通した愛校心・地域愛の育成。 

②様々な体験学習 

(ア) ビオトープや芝生、果樹のなる木、野鳥観察、近隣公園を活用した環境教育の推進。 

(イ) 農園活動や小動物の飼育、校内に生息する昆虫等を通した、生命を大切にする心情

の育成。 

③TOKYO2020レガシーアワード校としての取組  

(ア) 藍の生育と藍染めの体験による、伝統文化、国際理解教育の実践。 

(イ) ユネスコスクールとして、学習活動を校内や国内外で発表・報告することを通した、

郷土愛、相互理解の育成。 

(ウ) 幼保中、異年齢、他施設との関わりを通したボランティアマインドの育成。 

(エ) オリンピアンや国際貢献活動に携わる方の講話や指導による、情操、実践力の育成。 

(オ) ①の（イ）と同様。 

④特別支援教室「わかば」との連携 

(ア) 特別支援教室の指導法や教材教具の活用による、通常の学級での合理的配慮の実

践。 

(イ) わかば教員と通常の学級教員との交流によるＴ２としての授業支援。（双方向） 

(ウ) ソーシャルスキルトレーニングの協働実施（1,2年生、1,2学期計10日間）。 

⑤特別支援学級「ふたば」との連携 

(ア) 特別支援学級児童の通常の学級への交流活動による、互いの理解と共生。  

(イ) 特別支援研修会の実施における、事例共有と指南。  

(ウ) ふたば教員による、通常の学級での授業。 

⑥特別支援ファイルの引継ぎ（各学級担任）  

(ア) 支援を必要とする児童の個別指導計画の作成と、特別支援ファイルの確認、補充。 

(イ) 保育・幼稚園指導要録抄本の確認。（１年生担任）  

⑦合唱団の活動 

(ア) 教育課程に位置付けた合唱団の活動支援。（部活動） 

(イ) 学校に響く歌声により、音楽のすばらしさや歌う楽しさの実感。 

(ウ) やり遂げる充実感、発表での達成感の、がんばる姿としての見本。 
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(エ) 地域での合唱披露による交流、連携。 

⑧ＩＣＴのさらなる活用と推進 

(ア)  授業における協働学習への活用並びに合理的配慮を考慮した活用を推進する。 

(イ)  状況に応じて家庭学習にも活用していく。 

(ウ)  行事、参観、発表、保護者会など、状況に応じて配信等を推進する。  

(エ)  児童１人１台タブレットの活用について、ルール作りや使用法の研鑽を積む。 


